

【豊かな暮らしを支援するために】
　　　　　　　ひまわり園　　古賀　久美子
「久しぶり！元気？」
「おお、大将、おはよう！」
　このやり取りは、利用者さんと魚屋さんの、業務用スーパーでのやり取り。私がカフェ・サンフラワーに配置されてもうすぐ二年。このやり取りは何度見ても「私達が目指すものだ」と思うのです。
　魚屋さんは「誰に対しても分け隔てなく挨拶をする姿を尊敬しています」と利用者さんを慕い‘大将’と呼ぶのだとか。そのやり取りには何の隔たりもなく、ごく自然で、とても和やか。気が付けば魚屋さんだけでなく、八百屋さんやレジのスタッフ、そこに来ていた他の飲食店の店主とも笑顔で言葉を交わし、同じ関係が出来上がっていました。
　カフェ・サンフラワーは飲食店という機能上、ひまわり園の就労班の中でも様々なスキルを磨くことが出来、社会との接点が多い班だと思います。
美味しい物を作る、作ったものをお客様のもとに運び、その頑張りの対価が代金と「おいしかった」という言葉でダイレクトに受け取ることができる、働くことへの意識ややり甲斐を培うには絶好の場だと思います。
また、接客や調理の技術の習得は勿論、買い出しの場での品物の選び方(賞味期限の見方、食材の良し悪しの見分け方・値段の比較の方法など)を体験しながら、生活に必要なスキルを身に着けられる事はここで働く人の特権ではないでしょうか。
　何より、業務用スーパーでのやり取りのように、障がいのあるなしに関係なく挨拶を交わし、お互いを認め合う関係を築く、その当たり前の事を、ひまわり園や育成会以外の多くの方と築くことが出来るそんな機会の多い場だと思うのです。
[bookmark: _GoBack]　こういった機会をもっと増やしていくことが、ノーマライゼーションを改めて声高に言う必要もなく、生まれた地域で暮らすことが当たり前になり、延いては障害やそれぞれの個性を理解し合う社会へと繋がっていくのだと思います。
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